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本市を訪れる外国人個人観光客の動向調査結果について

◆調査目的
ビッグデータやアンケートデータを収集・分析し、外国人観光客の移動経路や

嗜好を把握することで、今後のプロモーションや受地整備に活用するもの。

◆対象国・地域
韓国、台湾の個人観光客

◆調査概要
１．ビッグデータ分析

携帯電話のローミングデータや口コミデータ、宿泊予約データなどを解析し、
移動経路や宿泊地などの分析を行った。

２．アンケート調査（調査員による対面聞き取り）
（１）九州を訪れた観光客に対する調査（北九州市・下関市を除く）

調査時期 平成２９年９月～１１月
調査場所 福岡空港

（２）北九州市・下関市を訪れた観光客に対する調査
調査時期 平成２９年９月～平成３０年１月
調査場所 福岡空港・北九州空港・小倉城周辺・唐戸市場

資料１



九州を訪れている韓国人個人観光客の動向
(北九州市・下関市を除く）

【平均宿泊日数】

●韓国人個人旅行客の

平均宿泊日数は

２．３泊

●短期旅行が主流

０泊

0.4

１泊

11.5

２泊

49.4

３泊

31.8

４泊

5.7

５泊以上

0.8

無回答

0.4

単位：％

図１



【主要観光ルート】

〇福岡都心部のみ

〇福岡都心部～由布院

〇福岡都心部～大宰府

〇福岡都心部～長崎県

〇福岡都心部～（由布院、大

宰府、別府などの組み合わ

せ）

福岡空港から入国する韓国人観光客の主要観光ルート

図２



両市

知っている

29.1

北九州市のみ

知っている

12.6

下関市のみ

知っている

9.2

どちらとも

知らない

48.3

無回答

0.8

北九州市・下関市の認知度

●本市を知らないが ５７．５％

図３

単位：％

（調査場所：福岡空港）



北九州市・下関市を訪れた韓国人観光客の属性

【年齢×性別】

①２０代女性：２０．８％

②２０代男性：１６．０％

３０代女性：１６．０％

④３０代男性：１４．６％

図４



九州及び北九州市・下関市への訪問回数

初めて

39.9

２回目

21.8

３回目

15.1

４回目以上

22.6

無回答

0.6

【九州への訪問回数】

初めて

74.2

２回目

13.1

３回目

5.0

４回目以上

6.9

無回答

0.8

【北九州市・下関市への訪問回数】

〇九州への訪問 初めて：３９．９％、２回以上：５９．５％

〇北九州市・下関市への訪問 初めて：７４．２％、２回以上：２５．０％

単位：％
図５



平均宿泊日数
（０泊含む）

合 計
（福岡空港・北九州空港・下関港）

１．４４泊

福岡空港から入国 ０．６５泊

北九州空港から入国 １．９３泊

北九州市・下関市における平均宿泊日数

〇福岡空港よりも、北九州空港から入国した観光客の方が、
本市及び下関市への宿泊日数が長く、日帰り（０泊）も
含めると、その差は顕著となっている。（宿泊率が高い）

表１



北九州市・下関市に宿泊した理由

16.0 

24.3 

10.2 

46.3 

3.5 

0.5 

10.4 

2.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

北九州市・下関市の宿泊施設が安かったから

他の都市を周る際の拠点として、交通の便が

良いから

パックなどで宿泊地が決められていたから

北九州市・下関市が今回の旅の主たる目的

地だから

以前、北九州市・下関市に泊まって良かった

から

他の地域に空きがなかったから

その他

無回答

図６

（複数回答）



今回の旅行で訪れた観光地（北九州市）

66.9 

78.0 

48.0 

13.7 

3.2 

2.0 

6.3 

13.3 

13.5 

12.9 

10.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

門司港レトロ

小倉城

旦過市場

九州鉄道記念館

平尾台

いのちのたび博物館

皿倉山

あるあるCity（漫画ミュージアム）

関門トンネル（人道）

関門橋

その他 （複数回答）

図７



１人１回（旅行）あたりの旅行支出額（北九州市・下関市）

図８

宿泊客 日帰り客 備 考

宿泊費 14,393

飲食費 12,165 5,681

入場料 2,175 902

買物・土産代 13,469 6,966 お菓子、化粧品など

その他の費用 3,127 703

合計 45,329 14,252

（単位：円）

〇北九州市・下関市を訪れる韓国人個人観光客の、１人１回あたりの
旅行支出額は、宿泊客で45,329円、日帰り客は14,252円。



訪れる前の観光情報の入手先

3.4 

79.8 

4.8 

14.1 

1.0 

0.2 

6.5 

14.9 

2.6 

2.2 

0.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

テレビやラジオからの情報（ニュースや旅番

組等）

インターネットでの情報（個人のブログや掲示

板等）

ウェブサイトの情報（自治体や観光協会等の

公式HP、旅行サイト等

SNSの口コミ、投稿

新聞や雑誌、ガイドブック

自治体や観光協会等が行うキャンペーン

旅行会社の紹介やパンフレット

家族や友人・知人の勧め（口コミ）

その他

特に情報源は無い

無回答

テレビやラジオ情報（ニュース・旅番組他）

インターネット情報（個人ブログ・掲示板）

ウェブサイト情報（自治体ＨＰ等）

ＳＮＳの口コミ・投稿

新聞・雑誌、ガイドブック

自治体や観光協会等が行うキャンペーン

旅行会社の紹介やパンフレット

家族や友人・知人の勧め（口コミ）

その他

特に情報源はない

無回答 （複数回答）

フェイスブック ４３．７％
インスタグラム ３５．２％

図９



10.9 

14.1 

6.0 

4.4 

13.1 

10.1 

11.1 

8.3 

8.3 

1.8 

1.2 

2.0 

11.7 

40.1 

0.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

観光施設等スタッフとのコミュニケーション

飲食店・ショップスタッフとのコミュニケーション

観光地情報（観光地詳細）の入手

飲食店・ショップ情報の入手

飲食店のメニュー表記

駅の案内表記

バスの案内表記

無料Wi-Fi環境

クレジットカード等の決済

電子マネー（LINEPayなど）での決済

ATMの利用

両替

その他

特になし

無回答

旅行中、不便だったこと

（複数回答）

図１０



韓国向けプロモーションと受地整備の方向性

⇒ 「気軽に出かけられる 身近な街」へ

⇒ 「何度も出かけたい お気に入りの街」へ

調査から分かったこと 今後の方向性

北九州空港を利用した観光客の
宿泊率が高い。

北九州空港利用者をメインターゲット。航空会
社と連携した取組を実施。

北九州市・下関市のみを周遊し
ている観光客も多い。

両市内で完結するようなルートを提案し、本市
連泊の増加を図る。

本市の認知度が低い。
現地において、個人ブログ、
ＳＮＳ等により観光情報を入手。

旅行社等の視察ツアーの実施や、効果的な情報
発信により、認知度の向上を図る。
（参考）旅行社へのセールス：延べ146社(28～29年度)

北九州市を初めて訪れる観光客
が多い。

地域の隠れた魅力を発信し、リピーターの増加
を図る。
（例）商店街での買い物情報、イベント情報、

ローカルフードや祭りなど、地域を深堀り
できるような情報をこまめに発信。

観光施設や飲食店等で多言語対
応に不便を感じることが多い。

多言語案内や多言語メニューなどの受け入れ環
境の整備



０泊

0.5
１泊

1.9
２泊

5.8
３泊

8.7

４泊

24.2

５泊

13.5

６泊

17.4

７泊以上

28.0

無回答

0.0

九州を訪れている台湾人個人観光客の動向
（北九州市・下関市を除く）

【平均宿泊日数】

●台湾人個人観光客の

平均宿泊日数は

５．４８泊

●韓国の２倍以上

図１１
単位：％



【主要観光ルート】

〇福岡都心部のみ

〇福岡都心部～由布院

〇福岡都心部～大宰府

〇福岡県～大分県～長崎県

〇福岡県～大分県～熊本県

など

※ 平均５．４８泊の旅行の中で、
福岡都心部に連泊し、日帰りで九
州各都市を巡っている観光客も多
い。鹿児島県でも同様の傾向。

福岡空港から入国する台湾人観光客の主要観光ルート

図１２



両市

知っている

40.6

北九州市のみ

知っている

29.0

下関市のみ

知っている

2.9

どちらとも

知らない

26.1

無回答

1.4

北九州市・下関市の認知度

●本市を知らないが、２９．０％

（参考：韓国 ５７.５％）

図１３

単位：％

（調査場所：福岡空港）



北九州市・下関市を訪れた台湾人観光客の属性

図１４

【年齢×性別】

①３０代女性：２１．４％

②３０代男性：１７．６％

③２０代女性：１７．２％

④２０代男性：１０．６％



九州及び北九州市・下関市への訪問回数

【九州への訪問回数】 【北九州市・下関市への訪問回数】

〇九州への訪問 初めて：６１．７％、２回以上：３８．２％

〇北九州市・下関市への訪問 初めて：８６．０％、２回以上：１３．９％

単位：％

初めて

61.7

２回目

20.7

３回目

6.1

４回目以上

11.4

無回答

0.0

初めて

86.0

２回目

10.7

３回目

1.4

４回目以上

1.8
無回答

0.2

図１５



北九州市・下関市での宿泊数

〇九州を訪れた旅行客の平均宿泊数：５．４８泊

〇北九州市・下関市での宿泊数 ：０泊は６５．２％、１泊が１２．２％

単位：％

０泊

65.2
１泊

12.2

２泊

5.0

３泊

1.4

４泊

1.0

５泊以上

1.2

無回答

14.0

図１６



北九州市・下関市で宿泊しなかった理由

2.0 

5.5 

42.2 

33.5 

0.2 

24.6 

1.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

北九州市・下関市内の宿泊施設の金額が高

かったから

パックなどで宿泊地が決められていたから

北九州市・下関市以外の地域（施設）が、今

回の旅の主たる目的地だから

泊まってまわりたいほどの見どころが北九州

市・下関市にない（知らない）から

北九州市・下関市の宿泊施設に空きがな

かったから

その他

無回答

図１７

（複数回答）



今回の旅行で訪れた観光地（北九州市）

55.2 

57.4 

29.4 

19.1 

0.8 

1.0 

2.6 

1.2 

21.9 

25.2 

3.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

門司港レトロ

小倉城

旦過市場

九州鉄道記念館

平尾台

いのちのたび博物館

皿倉山

あるあるCity（漫画ミュージアム）

関門トンネル（人道）

関門橋

その他

66.9 

78.0 

48.0 

13.7 

3.2 

2.0 

6.3 

13.3 

13.5 

12.9 

10.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

門司港レトロ

小倉城

旦過市場

九州鉄道記念館

平尾台

いのちのたび博物館

皿倉山

あるあるCity（漫画ミュージアム）

関門トンネル（人道）

関門橋

その他

●韓国よりも、門司港レ
トロ、小倉城の訪問率
が低く、関門橋、九州
鉄道記念館、関門トン
ネル人道の訪問率が高
い。

参考：韓国

図１８

（複数回答）



１人１回（旅行）あたりの旅行支出額（北九州市・下関市）

図１９

宿泊客 日帰り客 備 考

宿泊費 11,467

飲食費 6,313 3,562

入場料 759 556

買物・土産代 11,662 4,258 お菓子、薬、洋服 等

その他の費用 1,157 1,148

合 計 31,358 9,524

（単位：円）

〇宿泊数が少ないため、韓国よりも旅行支出額が少ない。
（参考：韓国宿泊客：45,329円）



調査から分かったこと 今後の方向性

北九州市を初めて訪れる観光客が多
い。

・台湾人観光客に関心が高いコンテンツを
はじめ、本市の多種多様な魅力ある観光
資源を情報発信

（関門トンネル人道や九州鉄道記念館など）旅の主たる目的地になっていない。

九州での平均宿泊日数５．４８泊
（韓国の２倍）

・北九州～台湾便の活用
・交通の結節点である本市の地の利を活かす。

⇒ 本市を拠点として、福岡県内をはじめ、
大分県、山口県、広島県等を加えた周遊
コースを提案。

⇒ 旅行日数が長い台湾人観光客を取り込み、
宿泊日数の増加を図る。

⇒ 観光消費額の増加。

しかしながら、北九州市・下関市で
は日帰りが多く、滞在が短いため、
韓国よりも旅行支出額が少ない。

直行便の就航都市を拠点として、周
辺都市を周遊する傾向がある。

台湾向けプロモーションの方向性

⇒ 北九州～台湾便を活用し、

「福岡・大分・山口などへの周遊拠点」へ


